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研究開発支援グループ         矢野 雅司 (YANO Masashi) 
 
１．はじめに 
 現在，遺伝子の機能解析について重要な役
割を果たしているのが遺伝子改変マウスであ
る。本学においても，多くの研究室で複数の
遺伝子改変マウスの維持管理を行っている。
この遺伝子改変マウスの維持管理に必要な技
術として，生殖工学技術がある。 
今回，生殖工学技術の初心者の方に見学を
通して，生殖工学技術を理解してもらい，新
しい技術の習得をするきっかけにしてもらう
ことを目的として研修会を開催したので報告
する。 
 
２．概要 
日時：平成31年3月1日（金） 
9時30分～12時00分 
場所：徳島大学先端酵素学研究所A棟 
2階 カンファレンス室， 
5階 遺伝情報解析室 
主催：徳島大学技術支援部蔵本技術部門 
参加者数：4名 （蔵本技術部門3名， 
常三島技術部門1名） 
 
３．内容 
 今回の研修会では，生殖工学技術の初心者
に対して基本的な技術である，体外受精及び
胚凍結等について実際に作業を見学してもら
って，流れを理解してもらった。 
 
 
図１ 研修会の様子（講習） 
３．１ マウスの生殖工学技術について 
 生殖工学技術がどのような研究に使われて
いるかについて説明をした[1]。また，今回の
研修会で実施する作業について，スライドを
用いて解説をした（図１）。 
 
３．２ 生殖工学技術の見学 
 実際にマウスを使った使用頻度の多い生殖
工学技術（体外受精，胚凍結，胚融解，胚移
植）を見学してもらった（図２）。 
 
 
図２ 研修会の様子（見学） 
 
４．まとめ 
 今回は，生殖工学技術の初心者に対して，
どのように行うのか一通り見学してもらっ
た。今後，業務において生殖工学技術を使う
機会が出てきた際には，受講者には実際にマ
ウスを使った研修を開催したい。 
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